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──周作クラブ会報　63 号──

◆『
沈
黙
』
刊
行
50
年
記
念
大
会

　

遠
藤
周
作
文
学
館
の
記
念
事
業
に
遠
藤
周

作
学
会
は
共
催
し
、『
沈
黙
』
を
め
ぐ
る
６

人
の
リ
レ
ー
講
演
と
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「『
沈
黙
』
は
世
界
で
ど
う
読
ま
れ
た
か
」
を
、

ア
メ
リ
カ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
韓
国
で
遠
藤
文

学
の
翻
訳
を
行
っ
て
い
る
研
究
者
を
交
え
て

開
催
す
る
。

日　

時　

８
月
19
日　

13
時
～
17
時
半

場　

所　

遠
藤
周
作
文
学
館

　
　
　
　
（
無
料
・
但
し
入
館
料
必
要
）

◆
遠
藤
周
作
の
新
刊
３
冊

　
『
沈
黙
』
を
め
ぐ
る
短
篇
集

　

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会　

６
月
15
日
発
売

�

定
価　

３
０
０
０
円
＋
税

　

没
後
20
年
＆
『
沈
黙
』
刊
行
50
年
を
記
念

し
た
短
篇
集
で
、
第
Ⅰ
部
に
は
「
最
後
の
殉

教
者
」
な
ど
純
文
学
短
篇
が
、
第
Ⅱ
部
に
は

著
者
40
代
か
ら
50
代
の
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト

作
品
（
全
集
未
収
録
）
も
含
ま
れ
る
。
と
く

に
今
回
発
見
さ
れ
た
「
ア
フ
リ
カ
の
体
臭
」

は
、
遠
藤
周
作
の
〝
小
説
処
女
作
〟
と
も
言

え
る
も
の
で
、
遠
藤
周
作
が
「
白
い
人
」
を

発
表
す
る
前
に
、
筆
名
（
伊
達
龍
一
郎
）
を

用
い
て
「
オ
ー
ル
読
物
」
に
書
い
た
作
品
で

す
（
こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
本
報
８

ペ
ー
ジ
、
町
田
市
民
文
学
館
・
杉
本
佳
奈
さ

ん
の
記
事
に
詳
述
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
参

照
く
だ
さ
い
）。

　
『
深
い
河
』
創
作
日
記

　

講
談
社
文
芸
文
庫　

５
月
10
日
刊
行

�

定
価　

１
４
０
０
円
＋
税

　
【
本
書
裏
表
紙
よ
り
】『
深
い
河
』
は
遠
藤

周
作
の
思
考
の
行
き
着
く
果
て
の
神
に
つ
い

て
の
、
ひ
と
つ
の
結
論
で
あ
っ
た
。
構
想
か

ら
執
筆
ま
で
の
苦
悩
。
壮
絶
な
日
々
。
書
く

こ
と
と
は
、
神
と
は
、
を
身
を
も
っ
て
証
明

し
た
著
者
の
死
後
に
発
見
さ
れ
た
、
感
動
の

記
録
。

　
『
哀
歌
』

　

講
談
社
文
芸
文
庫　

４
月
８
日
刊
行

�

定
価　

１
３
０
０
円
＋
税

　
『
沈
黙
』
の
前
奏
曲
と
も
い
え
る
短
篇
集
。

〝
裏
切
る
弱
さ
〟
に
対
す
る
〝
限
り
な
い
優

し
さ
〟
を
描
い
た
、
遠
藤
独
自
の
世
界
が
ひ

ろ
が
る
。

◆
加
賀
乙
彦
会
長
の
新
著

　
『
殉
教
者
』

　

講
談
社　

４
月
25
日
刊
行

�
定
価　

１
８
５
０
円
＋
税

　

構
想
に
30
年
を
要
し
た
著
者
渾
身
の
書
下

ろ
し
長
篇
。
主
人
公
は
、
信
じ
る
も
の
の
た

め
不
可
能
を
超
え
た
日
本
人
ペ
ト
ロ
岐
部
カ

ス
イ
。
海
と
砂
漠
を
５
万
３
千
キ
ロ
も
に
わ

た
っ
て
旅
し
、
日
本
人
と
し
て
初
め
て
聖
地

エ
ル
サ
レ
ム
の
地
を
踏
ん
で
、
や
が
て
ロ
ー

マ
に
辿
り
着
い
た
伝
説
の
巡
礼
者
・
殉
教
者

の
生
涯
を
描
く
。
著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で

書
く
。「
ペ
ト
ロ
岐
部
の
徹
底
し
た
信
仰
は
、

単
に
日
本
の
信
徒
と
し
て
の
行
為
で
あ
る
だ

け
で
な
く
、
全
世
界
の
信
徒
の
鑑
と
な
る
国

際
性
を
も
備
え
持
っ
て
い
る
」

◆
遠
藤
周
作
特
集
号

　
「
三
田
文
学
」
２
０
１
６
年
夏
季
号

　

７
月
10
日
発
行

�

定
価
９
８
０
円
（
税
込
）

　

執
筆
陣
に
は
富
岡
幸
一
郎
氏
、
田
中
和
生

氏
の
ほ
か
、周
作
ク
ラ
ブ
か
ら
も
加
賀
乙
彦
、

加
藤
宗
哉
、
山
根
道
公
、
今
井
真
理
の
４
氏

も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。

※�

購
読
希
望
の
方
は
、
大
手
書
店
で
お
求
め

に
な
る
か
、
も
し
く
は
三
田
文
学
編
集
部

へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
先　

港
区
三
田
２
の
15
の
45

　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
内

　
　
　
　
　
「
三
田
文
学
」
編
集
部
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◆
遠
藤
周
作
関
連
行
事

　

軽
井
沢
高
原
文
庫
「
朗
読
と
話
芸
」

日　

時　

７
月
24
日
（
日
）

会　

場　

睡
鳩
荘（
軽
井
沢
タ
リ
ア
セ
ン
内
）

出　

演　

加
賀
乙
彦
、
矢
代
朝
子
ほ
か

◎
午
後
の
部
（
13
時
か
ら
）

　

遠
藤
周
作
「
ル
ー
ア
ン
の
丘
」
ほ
か

◎
夜
の
部
（
17
時
か
ら
）

　

遠
藤
周
作
「
ル
ー
ア
ン
の
丘
」

　

加
賀
乙
彦
「
雲
の
都
」
ほ
か

　

※�

ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
加
賀

会
長
ご
自
身
に
よ
る
朗
読
と
解
説
も
あ

り
ま
す
。

料　

金　

一
般
５
０
０
０
円
、

　
　
　
　

中
学
生
以
下
２
０
０
０
円
。

申
込
先　

軽
井
沢
高
原
文
庫

　
　
　
　

長
野
県
佐
久
郡
軽
井
沢
町
塩
沢
湖

　
　
　
　

２
０
２
の
３

				





 

０
２
６
７-

４
５-

１
１
７
５

　

詳
し
く
は
同
封
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

■�

ま
た
、
軽
井
沢
高
原
文
庫
で
は
夏
季
特
別

展
と
し
て
、「
１
３
０
年
の
軽
井
沢
～
室

生
犀
星
、
堀
辰
雄
、
川
端
康
成
、
遠
藤
周

作
～
」（
７
月
23
日
か
ら
10
月
10
日
ま
で
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

お
知
ら
せ

編
集
後
記

▼
遠
藤
周
作
の
「
原
稿
再
録
」（
Ｐ
６
）
の
エ
ッ
セ

イ
を
読
ん
で
、
思
い
出
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

年
月
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
柴
田
錬
三
郎
を
偲
ぶ
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
眠
り
狂
四
郎
」
な
ど
で
柴

錬
の
人
気
が
絶
頂
だ
っ
た
こ
ろ
、
三
田
文
学
会
の

後
輩
だ
っ
た
遠
藤
周
作
が
、
柴
錬
か
ら
小
遣
い
を

貰
っ
て
い
た
と
い
う
話
で
す
。
遠
藤
自
身
が
語
っ
た

こ
と
で
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
短
編
探
偵
小
説
の
ス

ト
ー
リ
ー
を
話
す
と
、
柴
錬
が
５
０
０
円
を
く
れ

た
と
い
う
の
で
す
。

▼
太
田
美
穂
さ
ん
の
小
エ
ッ
セ
イ
（
Ｐ
７
）
も
懐

し
く
拝
読
し
ま
し
た
。
小
生
に
と
っ
て
も
忘
れ
得

ぬ
思
い
出
で
す
。
じ
つ
は
、『
夕
映
え
』
の
詩
集
を

作
っ
た
の
は
私
で
す
。「
遠
藤
先
生
の
友
人
Ｉ
氏
」

は
、
外
海
町
に
『
沈
黙
』
の
文
学
碑
を
作
っ
た
池

田
弘
孝
さ
ん
の
こ
と
。
そ
の
池
田
さ
ん
を
幻
の
大

詩
人
に
仕
立
て
、
詩
集
へ
の
大
賞
授
賞
出
版
記
念

会
を
大
々
的
に
催
し
、
結
局
は
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
っ

た
と
い
う
話
で
す
。

▼
パ
リ
か
ら
世
界
的
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ピ
エ
ー
ル
・

ジ
ョ
ー
ダ
ン
（
冗
談
で
す
）
を
招
い
て
、一
大
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
開
い
た
り
も
し
ま
し
た
。
今
と

な
っ
て
は
懐
し
い
思
い
出
で
す
。�

（
劔
）

「
周
作
ク
ラ
ブ
」
第
63
号

�

２
０
１
6
年
6
月
発
行

■
発 

行 

人　

加
賀　

乙
彦

■
編 

集 

人　

高
橋
千
劔
破

■
副
編
集
人　

田
村
百
合
子

■
こ
の
号
の
編
集
者

岡
田
厚
美
、
一
田
佳
希
、
大
原
雄
、

近
藤
恭
弘
、
高
木
香
織
、
南
紀
洋
子

■
発 

行 

所　

東
京
都
世
田
谷
区
上
馬
４-

29-

17

　
　
　
　
　
　

加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
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Ｆ
Ａ
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●
次
回
の
会
報
発
行
は
８
月
の
予
定
で
す
。


